
◆
は
、
重
点
要
求
に
し
た
理
由
と

補
足
説
明
で
す
。

◆
「
シ
ス
テ
ム
」
の
「
結
果
」
が

07
年
か
ら
ボ
ー
ナ
ス
に
反
映
さ
れ
、

08
年
か
ら
生
涯
に
わ
た
っ
て
影
響

の
あ
る
昇
給
に
ま
で
反
映
さ
れ
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

◆
「
シ
ス
テ
ム
」
撤
回
は
も
ち
ろ

ん
、
わ
ず
か
１
年
の
「
評
価
」
で

昇
給
に
格
差
が
で
き
、
そ
の
差
が

一
生
涯
に
及
ぶ
「
賃
金
リ
ン
ク
」

の
撤
回
を
直
ち
に
求
め
ま
す
。

◆
「
シ
ス
テ
ム
」
は
教
職
員
の
協

力
・
共
同
を
壊
し
、
教
育
に
と
っ

て
有
害
で
す
。

◆
小
２
ま
で
は
２
ク
ラ
ス
だ
っ
た

学
年
が
、
小
３
か
ら
40
人
近
く
の

１
ク
ラ
ス
に
な
る
学
年
が
忠
岡
町

で
も
出
て
い
ま
す
。
待
っ
た
な
し

の
課
題
で
す
。

◆
新
学
習
指
導
要
領
は
、
５
日
制

実
施
以
降
、
最
も
ひ
ど
い
詰
め
込

み
の
内
容
と
な
っ
て
い
て
、
職
場

に
一
層
の
多
忙
化
を
押
し
付
け
て

き
ま
す
。

◆
「
教
育
課
程
の
編
成
権
は
学
校

に
あ
り
ま
す
。」
つ
ま
り
、
学
校
の

教
育
活
動
は
、
学
校
で
決
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
府
教
委
が

15
年
度
か
ら
独
自
に

導
入
し
た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」。

◆
導
入
し
た
初
年
度
は
、
各
教
科

の
５
段
階
評
定
が
修
正
さ
れ
た
中

学
一
年
生
、
二
年
生
は
年
間
延
べ

約
２
万
人
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

◆
ま
た
、
三
年
生
で
は
、
「
テ
ス
ト
」

が
行
わ
れ
な
い
四
教
科
（
音
美
技

家
保
体
）
の
評
定
ま
で
も
が
「
府

平
均
の
評
定
」
に
縛
ら
れ
ま
す
。

◆
通
称
「
全
国
学
力
テ
ス
ト
」
と

あ
わ
せ
て
、
子
ど
も
達
や
学
校
等

を
点
数
で
縛
り
、
競
わ
せ
教
育
を

大
変
ゆ
が
め
て
い
ま
す
。

◆
ま
た
、
か
か
る
費
用
や
時
間
も

無
駄
で
す
。
中
止
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
防
災
へ
の
備
え
と
し
て
も
、
必

要
な
改
修
は

急
務
で
す
。
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あ な た も 泉 北 教 職 員 組 合 へ

月々600円で、退職時全額返金の

総合共済へ
うれしい給付がいっぱい
結婚 １万円 出産 ５千円
結婚記念日 ２万円 など

「
職
場
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
へ
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
泉
北
教
組
で
は
、
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
切
実

な
声
や
要
求
を
基
に
「
教
育
要
求
書
」
を
つ
く
り
、
教
育
委
員
会
に
提

出
し
ま
し
た
。

今
後
、
11
月
下
旬
に
教
育
委
員
会
と
交
渉
し
ま
す
。

今
年
度
の
「
重
点
要
求
」
と
各
校
の
職
場
要
求
を
載
せ
ま
す
。
ご
覧

下
さ
い
。

重
点
要
求
①

府
教
委
が
す
す
め
る
「
教
職

員
の
評
価
・
育
成
シ
ス
テ
ム
」

の
撤
回
を
町
教
委
と
し
て
求
め

る
こ
と
。
と
り
わ
け
「
評
価
結

果
の
賃
金
リ
ン
ク
」
撤
回
を
た

だ
ち
に
町
教
委
と
し
て
求
め
る

こ
と
。

重
点
要
求
②

小
・
中
学
校
の
30
人
以
下
学
級

が
、
早
期
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、

府
や
国
に
は
た
ら
き
か
け
る
こ

と
。
ま
た
、
そ
れ
が
実
現
し
て

い
な
い
段
階
で
も
町
独
自
で
小
・

中
学
校
の
、
35
人
以
下
学
級
の

措
置
を
直
ち
に
と
る
こ
と
。

重
点
要
求
③

新
学
習
指
導
要
領
の
抜
本
的
見

直
し
を
国
に
求
め
る
こ
と
。
ま

た
、
移
行
も
含
め
、
新
学
習
指

導
要
領
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

以
下
の
点
を
確
認
・
要
求
す
る
。

〇
小
学
校
・
中
学
校
の
「
特
別

の
教
科
・
道
徳
」
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
教
育
課
程
の
編
成

権
が
学
校
に
あ
る
こ
と
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
教
科
書
外
の

教
材
の
使
用
を
制
限
し
な
い
こ

と
。

〇
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
伴
う

「
外
国
語
活
動
」
「
外
国
語
」

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
専
門
教

員
の
増
員
で
対
応
す
る
こ
と
。

〇
教
職
員
へ
の
負
担
が
今
以
上

に
増
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

町
と
し
て
万
全
の
策
を
取
る
こ

と
。

重
点
要
求
④

中
学
校
教
育
に
大
き
な
歪
み
を

も
た
ら
し
て
い
る
「
大
阪
府
チ
ャ

レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」
に
参
加
し
な

い
こ
と
。
ま
た
、
中
止
を
府
教

委
に
求
め
る
こ
と
。
と
り
わ
け
、

同
テ
ス
ト
結
果
を
も
と
に
、
強

制
的
に
個
人
の
評
定
を
変
更
さ

せ
た
り
、
中
学
校
の
評
定
範
囲

を
決
め
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
即
刻
中
止
す
る
よ
う
府

教
委
に
強
く
求
め
る
こ
と
。

重
点
要
求
⑤

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
の
た

め
に
施
設
・
設
備
の
点
検
を
行

い
、
老
朽
校
舎
建
て
直
し
を
早

急
に
実
現
す
る
こ
と
。
ま
た
、

雨
漏
り
対
策
お
よ
び
、
明
る
く

清
潔
な
ト
イ
レ
と
な
る
よ
う
改

善
な
ら
び
に
改
修
に
つ
い
て
必

要
な
予
算
措
置
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
す

す
め
る
こ
と
。


